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１．はじめに 

 連続繊維シートとコンクリートとの付着性能を試験するための一軸引張付着試験については，数種の方法が提案

されている例えば 1）．代表的な試験体の形

状寸法を図－1 に示した．以上の試験方

法では，連続繊維シートで補強された部

材の曲げ・せん断耐力を計算する時に必

要となる界面剥離破壊エネルギーを導

出することを定めている．そこで本研究

では，２種類の方法によって導出された

界面剥離破壊エネルギーについてそれ

ぞれ比較と検証を行い，簡便かつ妥当な

界面剥離破壊エネルギーの導出方法に

ついて検討することを目的とした． 
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図－1　代表的な一軸引張付着試験体
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２．界面剥離破壊エネルギーの計算方法 

２．１ 実測のシートひずみ分布を用いる方法 2) 

 一軸引張付着試験において，試験ブロックにおける連続繊維シートの

ひずみを計測すれば，これを微分，あるいは積分することによって付着

応力－相対変位関係を導出することができる．この一例を図－2 に示し

た．複数のひずみ分布曲線について以上の計算を行い，図－2 に示した

方法で弾性－軟化－剥離型の２直線モデルを同定する．一般に，界面剥

離破壊エネルギーは，付着応力－相対変位曲線で囲まれた面積と定義さ

れる．よって，この場合における界面剥離破壊エネルギーは２直線モデ

ルで囲まれた面積となる． 

２．２ 最大引張荷重を用いる方法 

一方，一軸引張試験の最大引張荷重より，以下の式(1)で界面剥離破壊

エネルギーG を算定することができるf
1）． 
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ここに， は一軸引張付着試験で得られる最大引張荷重，b は連続繊

関

一軸引張付着試験，界面剥離破壊エネルギー，引張荷重，ひずみ分布 

maxP
幅

f

続維シートの ， ft は連続繊維シートの厚さ，そして fE は連 繊維シー

トの弾性係数である．式(1)は，付着応力が相対変位の 数であると仮定し，界面剥離破壊エネルギーが付着応力－

相対変位曲線の面積と等しいことを利用して導出された解析解である． 
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図－2　付着応力－相対変位関係を２
直線によりモデル化する方法
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３．計算結果と考察 表－1　試験体諸元表－1　試験体諸元及び試験結果及び試験結果

 表－1 に著者らが既往の研究で行った一軸引張試験の

ずみ分布を用いて導出した界面剥離破壊エ

では，

されている一軸引張試験方法では，最大引張荷重

法を適用すれば，一軸引張付着試験においてシートひず

考文献 

：連続繊維シートを用いたコンクリート構造物の補修補強指針，2000 年 3 月 

剥離挙動の解析，土木

3) 究委員会報告書（II），1998 年 5 月 

実験水準とその結果を示した．実験のパラメーターは，

シートの種類（炭素，アラミド），及びシートの接着幅な

どである． 

 図－3 にひ

ネルギーと最大引張荷重を用いて導出した界面剥離破壊

エネルギーとの比較を示す．界面剥離破壊エネルギーの

定義に拠れば，ひずみ分布，並びに最大引張荷重に基づ

いて同定された界面剥離破壊エネルギーは，互いに等し

くなければならない．しかしながら，最大引張荷重より

導出された界面剥離破壊エネルギーは，ひずみ分布より

得られたそれよりも過大に評価されている．付着基礎微

分方程式を用いた一軸引張試験の数値シミュレーション

シートの剥離が進展している段階の荷重は界面剥離破壊エネ

ルギーで決まるため，ほぼ一定となる 2)．しかしながら，実験

では図－4に示した付着試験における荷重とシート引き抜け量

との関係からも明らかな様に，シートの剥離が進展している段

階でも若干の荷重の増加が見られる．これが，２つの方法で導

出される界面剥離破壊エネルギーに乖離が見られる原因と考

えられる． 

 過去に提案

の 90％を適用して最大付着強度を計算することを定めている

3)．これを参考にして，最大引張荷重の 85％，及び 90％を式(1)

適用して界面剥離破壊エネルギーを計算した結果と，ひずみ分布か

ら界面剥離破壊エネルギーを同定した結果との比較を図－3 に示し

た．また，それぞれの荷重について，対応関係の一例を図－4 に示

してある．この結果より，最大荷重の 85％とした場合が，ひずみ

分布より同定した場合の結果との対応が良好である．以上の検討よ

り，式(1)に適用すべき引張荷重は，最大荷重の 85％が相応しいと

言える． 

 上記の方

に

図－3　計算結果
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弾性係数
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みを計測せずに，荷重のみを計測することによって界面剥離破壊エ

ネルギーを同定することが可能になる．このことは，ひずみゲージ

るばかりでなく，一軸引張付着試験の汎用性を高めることに寄与するものと期待される． 

 

を貼付することに関わる労力と費用の節約にな
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図－4　荷重とシート引き抜け量との関係
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